
【会議録】第 1回学校運営協議会                           R5.5.25 

 

１ 校長挨拶 

 ・学校の教育目標について          ・いじめ対応について 

 ・運動会、地域連携について         ・学校評価について 

 ・学習について               ・教職員について 

 

２ 自己紹介 

 ・名簿順に自己紹介 

 

３ 委嘱及び会長の選出 

 ・市教委より委嘱 

 ・Ｒ５会長を選出 

 

４ 授業参観 

 ・フリー参観 

 

５ 議事 

（１）令和５年度の方針と重点について 

 ・校長より説明   ※意見、質問等なし 承認 

（２）学校運営協議会の運営について 

 ・教頭より説明   ※意見、質問等なし 承認 

（３）竹鼻中学校区小中一貫教育推進について 

 ・教頭より説明   ※意見、質問等なし 承認 

（４）意見交流 

委員 

 ・自分が小学生の時は黒板、今のＩＣＴに驚いている。 

 ・登下校時の防災について、地震による塀倒壊の危険がある。 

  →委員：地域の見守りが大切である。 

 委員 

 ・学習にのびのびと取り組んでいる。算数が分からない子も、分からないと言える。 

 ・３年２組が楽しそう。先生に引き付けられている。 

 ・５年生のソーラン節では、声が大きく響いている。保護者が喜ぶ。 

 委員 

 ・集団づくりや仲間づくりが、子どもたちの姿にあらわれている。 

 ・低学年は元気、高学年はしっとりと学習に向かっている。 

 ・昔はチョーク一本で授業ができることが一流であったが、今はそういう時代ではない。子どもを大切にして、

しっかりと教材準備をしている。 

 ・５年生体育の空き教室、脱いだ服がたたんであるか、次の授業の準備がしてあるか。学級間格差があり、主任が

統一することが必要である。 

・運動会は、勝ち負けが残る。「○○さんのがんばりでこういう姿になった」というように教師が評価することが

大切である。 

委員 

 ・５年生のソーラン節では、大きな声を出し、誰一人力を抜いていない。自分も体を動かすことが好きで、手を抜

く子が嫌い。 

 ・１年生は、挙手ができており、大きな声で元気がある。 

・やや落ち着きがない学年もあった。 

・高学年は、集中して学習に取り組んでいた。 



・管内で、事件や事故が多い。見守りをしたり、児童へ指導（広がって歩かない、飛び出しをし ない等）した

りすることが必要である。 

→委員：地域の見守りは地域でやるとよい。協力したい。 

 委員 

 ・学校や幼保コラボし、様々な行事を行っている。 

 ・７月ファミリースポーツ（青少年育成委員）を開催。 

 ・夏休みラジオ体操（各地域）、８月６日中央集会、同時に地域清掃を行う。 

 ・夏休みこども講座を開催。 

 ・１１月健康ウォークふれあい広場を開催。 

 ・１２月文化祭、作品展を開催。 

  →委員：青少年育成委員の立場から、コミセンと繋がりをもっていく。 

 委員 

 ・新体力テストの課題は、コロナの関係か、全体的なものか？ 

  →校長：文科省も発表しているが、分析途中。一概にはコロナとは言えない。 

      外で遊ぶことも減少しており、要因とは言いづらい。 

 ・最近、筋力が落ちている感じがする。腹筋を１０回やることが大変。昔はできた。 

 ・竹鼻祭り、伝統芸能について。 

委員 

 ・１年から６年の違いを改めて感じた。 

・日本は、性教育が遅れているので心配である。自分のことを大切にすることは、相手を大切にすることにもつ

ながるので、小さいころから指導してほしい。 

 委員 

 ・５年生ソーラン節、声が大きく見ごたえがある。運動会が楽しみ。 

 ・教師の指導にメリハリがある。授業はしっかり、厳しさと抜くところは抜く。 

 ・子どもと教師が一緒に遊び、すごく楽しいと言っている。 

 ・授業に工夫があり、おもしろい。 

・給食では、前を向いて黙食が続いている。給食は楽しい時間なので、できれば向き合って楽しく食べてほしい。 

歯科医の話では、楽しい給食は虫歯予防にもなる。 

 委員 

 ・「夢をもって前へ」、地域の人も夢をもっているべき。子どもに見せる。 

 ・地域行事で防災士を招いた際に、子どものほうがよく知っていると言ってみえた。ウォークラリーで危険場所

を確認することもできるのではないか。 

 ・「地域のおじさんおばさん運動」が広がるとよい。バッジがあることで、安心できる。 

 ・第９条の守秘義務を守る。連絡があれば、協力する。 

 委員 

 ・竹鼻祭りの能、お囃子は、子どもの心に残る。竹鼻小での体験や地域で教えてもらったことを、地域へ還元する

子どもがいる。 

校長 

・敏捷性（反復横跳び）が低い。楽しみながら体力を付ける。竹鼻体操。校歌ＨＰにアップ予定。 

・性教育の学習はしている。踏み込んだ内容は、検討課題。 

・昼の放送は楽しい。黙食は状況を見極めて判断する。 

・コミセンの健康ウォークは、まさにＣＳ。このような活動をどんどん取り入れて、教育活動を豊かにしていく。 

運営組織が具体的になる。 

（５）その他 

 ・特になし 

 

６ 閉会の挨拶 


